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□別紙様式１枚

１．研究概要（別紙様式に３００字程度にまとめて記入のこと。） 

静岡サイエンスミュージアム研究会は、静岡科学館る・く・るを拠点にした団体で、小中学校の教員を中心に多様なメンバーによって構成されている。これまでも静岡市内の施設と連携した授業プログラムを作成し、教育現場への普及に努めてきた。今回の研究は、新学習指導要領の内容を踏まえ、児童生徒の体験の機会を増やし、実感を伴った知識・理解につながる授業づくりをめざして、博物館等の各施設が有する教材や人材の有効な活用方法をプログラム化し、授業での活用を図るものである。
２．研究目的
　本研究では、次の仮説を設定し研究を進めるものとする。
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３．研究方法（研究経過の後に、百字以内で今後の研究予定研究計画を付記。箇条書きでも可）
　静岡サイエンスミュージアム研究会が主催する科学教室「しずおかサイエンスアドベンチャー」において、市内の理科好きの子どもたち約５０名とその家族に対し、年間を通じ月１回の理科体験学習を実施する。
　　静岡科学館る・く・るを核に、日本平動物園、東海大学海洋科学博物館、東海大学自然史博物館との施設と連携した活動し、授業改善に資する。
４．研究経過

　平成１７年度に始まった「しずおかサイエンスアドベンチャー」では、当初より日本平動物園と連携したプログラム「動物ウォッチング　めざせ！動物園博士」などに取り組んできた。

　平成２０年の学習指導要領の改定において、指導計画の作成上の配慮事項として「博物館や科学学習センターなどと連携・協力を図りながら、それらを積極的に活用するよう配慮すること」（博学連携）が示された。

　そこで本研究会でも、新学習指導要領が完全実施（小学校）となる平成２３年度から近隣の施設と連携を図った博学連携の事業に取り組み始めた。現在はその３年目にあたる。
各施設での開催にあたっては、単に施設を訪れて見学をするだけでなく、特定のテーマに沿ったプログラムを提供している。各年度のテーマは次のように設定した。
[image: image2.emf]


（１）平成２３年度　動物の身体のつくりを調べよう
　　　平成２３年度は、動物の身体のつくりをテーマに、日本平動物園・東海大学自然史博物館と連携したプログラムを実施した。動物の骨に注目し、各施設における動物の骨について観察や考察をした。

①　自然史博物館　昔の動物について調査しよう。

　・恐竜など昔の動物の体について骨格標本を観察した。

②　日本平動物園　動物の体について調査しよう。

・動物の頭骨を触りながら、目・鼻・歯の作りの違いを学んだ後に数種類の動物の行動を観察した。
③　静岡科学館　　ヒトの体を調査しよう

・ヒトの全身分離骨格標本を組み立て、ヒトの骨のつくりを調べた。
（２）平成２４年度　動物の体のつくりと進化
平成２４年度は、動物の体のつくりと進化をテーマに、日本平動物園・東海大学海洋科学博物館と連携したプログラムを実施した。水族館、動物園、科学館（ヒト）にいる各生物を進化という視点で捉える活動を行った。
　①　海洋科学博物館　水中にすむ動物

・ポイントを巡りながら、水中の生物の生活環境と体のつくりを調べた。

②　日本平動物園　水から陸へ

・ポイントを巡りながら、陸上の生物の生活環境と体のつくりを調べた。
③　静岡科学館　　人体

・ヒトの体のつくりや系統的な進化について、他の動物と比較しながら学んだ。
（３）平成２５年度　食べる食べられるの関係
平成２５年度は、食べる食べられるの関係をテーマに、日本平動物園・東海大学海洋科学博物館と連携したプログラムを実施している。海や陸での食物連鎖や、動植物を食べているヒトがどのように自然と関わっていったらよいのかを学ぶ内容である。
　①　海洋科学博物館　食べる生き物、食べられる生き物
　　・海洋プランクトンの観察と水族館の生物で食物連鎖について学ぶ。

②　日本平動物園　徹底分析！猛獣たちの狩りと体の仕組み
・ポイントを巡りながら、猛獣たちの狩りと体の仕組みについて学んだ。
③　静岡科学館　　食物連鎖について知ろう、考えよう。（今後の予定）
５．研究成果（A4２枚　要点をおさえて2000～2200字の範囲　35＊35=1225字）
（１）成果
学校が、博物館等の専門的な知識を持った学芸員や専門家と連携した授業を行うことにより、次のような成果があげられる。

①　自然の事物や現象について実感を伴った理解を深め、児童・生徒の科学的な見方や考え方を養うことができた。
②　児童・生徒の科学に対する興味・関心を伸ばすことができた。

　しずおかサイエンスアドベンチャー参加児童３３名への意識調査においては、「理科や自然、科学に関することに興味や関心が増えてきましたか？」という設問に対して、以下のような結果が出ている。



実物を前にして体験しながら、博物館等の職員からより専門的な話を聞くことで、一層科学への興味・関心が増すことがわかる。家族等で静岡市内の施設を訪れる機会も十分にあると考えられるので、ここで芽生えた興味・関心が、今後さらに広く深く発展していく可能性が十分に考えられる。生涯学習の視点や総合的な学習の目標から考えても、生涯にわたり「生きる力」の柱となる学びに対する積極的な態度を育成することにつながる。
③　児童・生徒を理科好きにすることができる。
　日常の教室で学ぶ理科の授業と比較して、専門家から話を聞く機会や、学校備品にはない専門的な教材にふれることで、科学をより深く理解し、知識が広がることで「理科の授業が楽しい」と感じ、理科が好きになる児童・生徒が多いことが図１よりわかる。　出前授業や校外学習を単元の中に意図的に位置づけることで、学習効果を高め、それを機会にして「理科が好きである」と感じる児童・生徒を育成していきたいものである。
　「本物に触れる」機会を持つことは大変有意義であるが、それとともにその教材を効果的に使うためのプログラムづくりも重要である。各施設にはその教材に精通した職員が配置されているので、その職員と連絡を密に取り、単元を共に作り上げる教員の意識が重要である。出前授業を点の体験で終わらせないためには、事前・事後の学習を意図的に行い、児童・生徒の興味関心や学習意欲を持続させることも考えなければならない。


④　教員の授業力の向上につながる

　　専門家と協力して授業を行うことにより、教員の授業への意識も大きく変革する。本年度、静岡科学館において「教員のための博物館の日」に参加した教員からは、「授業力の向上につながる」、「積極的に貸し出し教材を使いたい」等の声が聞かれた。

　　博物館が有する「ひと・もの・こと」が、小中学校の理科学習に効果的に用いられるためには、教員自身がネットワークを広げ、各施設から発信される情報に常に敏感でありたい。

（２）課題
①　学校現場と博物館等の施設との情報の共有が十分にできていない。

　　　博物館の資産や学習プログラムの内容が、学校現場に伝わらないために、その教材や学習の機会が活用されていないという現状がある。

②　授業時数の確保が難しく校外学習が設定しにくい。

　　　新学習指導要領の改訂により、指導内容の十分な定着のために授業時数の確保が必要となり、校外学習が設定しにくくなっている。
博物館等の各施設が有する資産や人材を有効に活用し体験的な学習を促進することで、児童・生徒が自然の事物や現象についての実感を伴った理解を深め、科学的な見方や考え方を養うことができるであろう。
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図１　理科や自然、科学に関することに興味や関心が増えてきましたか？


１.すごく増えた　１５人


２.少し増えてきた１５人


３.変わらない　　　２人


４.少し減った　　　０人


５.減った　　　　　０人








図２　学校の理科の授業が好きになりましたか？


１.すごく好きになった　１７人


２.少し好きになった　　１５人


３.変わらない　　　　　　１人


４.少し好きではなくなった０人


５.好きではなくなった　　０人








